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抽
せ
ん
で
入
居
者
を
決
定
し
ま

す
。
入
居
資
格
に
該
当
す
る
こ
と

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
　
　
月
５
日
捷
～
９

１０

日
晶
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
建

築
課
へ

※
申
込
案
内
書
は
同
課
で
配
布
。

家賃（月額）間取り建設年度部屋番号住宅名
３３００円～６６００円２ＤＫ昭和３８年１ 井  杭  山 （井杭山町）

い ぐい やま

１万５８００円～３万１０００円

３ＤＫ

昭和５４年Ａ－３０７
 飛  越 （明治本町）
とび こし

１万６０００円～３万１５００円昭和５５年Ｂ－４０７

２万６０００円～５万１１００円平成７年１０５ 前  山 （堀内町）
まえ やま

２万６４００円～５万１９００円平成８年２０３ 吹  付 （上条町）
ふき つけ

２万９５００円～５万７９００円平成１５年Ａ－３０２ 東 
ひがし

 大  道 （里町）
だい どう

※井杭山のみ、単身での申し込み可。

市
営
住
宅
入

居
者
募
集

　
　
月
　
日
掌
・
　
日
掌
は
市
民

１０

１１

１８

清
掃
日
で
す
。
家
の
ま
わ
り
や
道

路
・
公
園
な
ど
の
清
掃
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

■
小
学
生
ポ
ス
タ
ー
展

　
市
内
の
小
学
４
年
生
か
ら
募
集

し
た
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
特
選
・
入

選
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

●
と
き
　
　
月
９
日
晶
～
　
日
掌

１０

１８

●
と
こ
ろ
／
出
品
校
　
桜
井
公
民

館
糸
桜
井
小
・
桜
林
小
　
北
部
公

民
館
糸
安
城
北
部
小
・
志
貴
小
・

里
町
小
　
西
部
公
民
館
糸
安
城
西

部
小
・
高
棚
小
・
三
河
安
城
小
　

作
野
公
民
館
糸
作
野
小
・
今
池
小

安
祥
公
民
館
糸
安
城
南
部
小
・
祥

南
小
　
東
部
公
民
館
糸
安
城
東
部

小
　
南
部
公
民
館
糸
明
和
小
・
丈

山
小
　
二
本
木
公
民
館
糸
二
本
木

小
・
梨
の
里
小
　
中
部
公
民
館
糸

安
城
中
部
小
・
新
田
小
　
昭
林
公

民
館
糸
錦
町
小
・
桜
町
小

■問
▼
清
掃
事
業
所

（
緯〈
　

〉３
０
５
３
）

７６

特
選
　
安
城
北
部
小
　
神
谷
 結
  花
 さ
ん

ゆ
い
 
か

　
地
域
住
民
と
自
治
体
が
川
原
の

ご
み
を
拾
う
清
掃
活
動
で
す
。

●
と
き
　
　
月
　
日
掌
午
前
９
時

１０

２５

●
と
こ
ろ
　
矢
作
川
河
川
敷（
小

川
町
天
神
）

■問
▼
維
持
管
理
課

（
緯〈
　

〉２
２
３
７
）

７１

川
と
海
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

■問
▼
建
築
課

（
緯〈
　

〉２
２
４
０
）

７１

݄
⚙

晶
Ỗ


掌

１⚐

１⚘

町
を
美
し
く
す
る
運
動

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
出
産

し
た
と
き
に
支
給
さ
れ
る
「
出
産

育
児
一
時
金
」の
支
給
額
と
支
給

方
法
を
　

月
１
日
昭
の
出
産
か
ら

１０

変
更
し
ま
す
。

●
支
給
額
　
　
万
円（
変
更
前
　

４２

３８

万
円
）

※
産
科
医
療
補
償
制
度
に
加
入
し

て
い
な
い
医
療
機
関
で
出
産
し

た
場
合
な
ど
は
　
万
円（
変
更

３９

前
　
万
円
）。

３５

●
と
き
　
　
月
　
日
掌
午
前
８
時

１０

２５

～
午
後
６
時

●
と
こ
ろ
　
根
羽
村
水
源
の
森

（
長
野
県
）

●
定
員
　
　
人（
定
員
を
超
え
た

４０

場
合
は
抽
せ
ん
）

●
参
加
料
　
　
円
５００

●
申
し
込
み
　
　
月
１
日
昭
～
９

１０

日
晶
に
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号

を
記
入
し
、
は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
エ
コ
ネ
ッ
ト
あ
ん
じ

ょ
う
事
務
局（
〒
　－

０
０
４
２

４４６

大
山
町
１－

７－

１
秋
葉
い
こ
い

の
広
場
内
／
胃〈
　
〉０
７
０
１
／

７７

info@
econetanjo.org

）へ

●
支
給
方
法
　
原
則
、
国
民
健
康

保
険
か
ら
医
療
機
関
へ
直
接
支
払

い
。
入
院
予
約
時
な
ど
に
、
医
療

機
関
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

※
分
べ
ん
費
用
が
　
万
円
未
満
の

４２

場
合
は
、
国
保
年
金
課
で
差
額

分
の
申
請
が
必
要
。

■問
▼
環
境
首
都
推
進
課

（
緯〈
　

〉２
２
０
６
）

７１

エ
コ
ネ
ッ
ト
あ
ん
じ
ょ
う
事
務
局

（
緯〈
　

〉０
７
０
１
）

７７
■問
▼
国
保
年
金
課

（
緯〈
　

〉２
２
３
０
）

７１

国
民
健
康
保
険
出
産
育
児
一
時
金

の
支
給
額
と
支
給
方
法
を
変
更

水
の
ܙ
Έ
の
ݯ
を
知
Ζ
͏
ỏ

ʹ
৮
Ε
Α
͏

根
羽
村
自
然
観
察
会

　
対
象
者
を
追
加
し
ま
し
た
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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●
対
象
　
次
の
①
・
②
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人

①
市
内
の
自
ら
居
住
す
る
住
宅
で

　
月
　
日
昌
～
来
年
３
月
　
日

１０

２１

３１

昌
に
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
を
設
置
ま
た
は
同
シ
ス
テ

ム
付
き
の
建
て
売
り
住
宅
を
購

入（
同
シ
ス
テ
ム
の
工
事
着
工

前
に
申
請
し
、
年
度
内
に
設
置

完
了
す
る
こ
と
）

②
昨
年
４
月
１
日
～
今
年
４
月
　３０

日
に
同
シ
ス
テ
ム
を
設
置

●
補
助
金
額
　
　
万
円
×
太
陽
電

１０

池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
最
大
出
力
値

（
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）

　
対
象
の
世
帯
に
、
　

月
以
降
に

１２

申
請
書
を
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

詳
細
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
対
象
　
平
成
　
年
４
月
２
日
～

１５

平
成
　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
子

１８

ど
も

●
手
当
額
　
１
人
に
つ
き
３
万
６

０
０
０
円

●
受
給
者
　
同
居
の
世
帯
主

●
そ
の
他
　
今
年
　
月
１
日
昭
の

１０

住
民
登
録
に
基
づ
い
て
支
給
し
ま

す
。
引
っ
越
し
な
ど
で
住
所
を
変

更
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
住
民

登
録
の
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
暴
力（
Ｄ
Ｖ
）被
害
者
の
み
な
さ

ん
へ

　
ど
う
し
て
も
住
ん
で
い
る
市
町

村
に
住
民
登
録
が
で
き
な
い
Ｄ
Ｖ

被
害
者
は
、
事
前
に
申
請
す
る
こ

　
市
内
約
５
万
４
０
０
０
件
の
水

道
利
用
者
に
、
２
か
月
ご
と
に
配

布
す
る
「
使
用
水
量
の
お
知
ら
せ

（
検
針
票
）」の
裏
面
に
掲
載
す
る

有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
　
市
内
に
事
業
所
・

店
舗
な
ど
が
あ
り
、
市
税
の
滞
納

が
な
い
こ
と
な
ど

●
募
集
広
告
数
　
１
事
業
者

●
広
告
掲
載
期
間
　
来
年
４
月
～

９
月

●
広
告
掲
載
料
　
　
万
円
以
上

１６

（
消
費
税
な
ど
を
含
む
）

●
提
出
書
類
　
①
申
込
書
　
②
法

人
登
記
に
係
る
現
在
事
項
全
部
証

明
書（
個
人
事
業
主
の
場
合
は
住

民
票
の
写
し
）　
③
市
税（
法
人
ま

た
は
個
人
）納
税
証
明
書
　
④
会

社
概
要（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）　
⑤
広

告
原
稿

※
①
は
経
営
管
理
課
、
市
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。
証
明
書

は
発
行
日
か
ら
３
か
月
以
内
の

も
の
。
提
出
さ
れ
た
書
類
は
返

却
し
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み
　
　
月
１
日
昭
～
　

１０

１１

月
２
日
捷（
必
着
）午
前
８
時
　
分
３０

～
午
後
５
時（
松
掌
抄
を
除
く
）に

持
参
・
郵
送
で
経
営
管
理
課（
〒

　－

８
５
０
１
住
所
記
載
不
要
）

４４６へ

※
上
限
６
キ
ロ
ワ
ッ
ト
。

●
予
算
額
　
９
８
０
０
万
円

●
申
し
込
み
　
　
月
７
日
昌
か
ら

１０

（
松
掌
抄
を
除
く
）の
午
前
９
時
～

午
後
５
時
　
分
に
必
要
書
類
を
持

１５

っ
て
市
役
所
第
　
会
議
室（
北
庁

２３

舎
７
階
）へ

※
　
月
７
日
午
後
５
時
　
分
時
点

１０

１５

で
、
予
算
額
を
超
え
た
場
合
は
、

　
月
８
日
昭
午
後
２
時
に
抽
せ

１０ん
。
予
算
額
に
達
し
な
か
っ
た

場
合
は
、
８
日
以
降
先
着
順
。

■問
▼
環
境
首
都
推
進
課

（
緯〈
　
〉２
２
０
６
）

７１

■問
▼
経
営
管
理
課

（
緯〈
　
〉２
２
０
５
）

７１

と
が
で
き
ま
す
。

●
手
続
き
　
　
月
１
日
昭
～
　
日

１０

３０

晶（
松
掌
抄
を
除
く
）に
子
ど
も
課

へ●
持
ち
物
　
Ｄ
Ｖ
被
害
者
で
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類

■問
▼
子
ど
も
課

（
緯〈
　
〉２
２
２
７
）

７１

使用水量のお知らせ（検針票）使用水量のお知らせ（検針票）のの表面表面

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助
を
再
開

༮
児
ظ
の
子
育
て
支
援

子
育
て
応
援
特
別
手
当（
平
成
　

年
度
版
）を
支
給

２１

使
用
水
量
の
お
知
ら
せ（
検
針
票
）

へ
の
広
告
掲
載
事
業
者
募
集



●
補
助
額
　
世
帯
の
所
得
に

よ
り
異
な
り
ま
す

●
対
象
　
　
月
１
日
昭
現
在

１０

で
、
私
立
高
等
学
校
ま
た
は

私
立
専
修
学
校（
修
業
年
限

３
年
で
、
卒
業
時
高
等
学
校

卒
業
資
格
が
得
ら
れ
る
学
校
）

に
在
籍
す
る
生
徒
の
保
護
者

で
市
内
在
住
の
人

※
市
奨
学
金
を
受
け
て
い
る

人
、
授
業
料
を
全
額
免
除

さ
れ
て
い
る
人
、
専
攻
科
・

別
科
に
在
籍
す
る
人
を
除

く
。

●
そ
の
他
　
申
請
書
は
、
　１０

月
上
旬
に
各
学
校
を
通
じ
て

配
布

※
学
校
に
よ
っ
て
は
、
市
教

育
委
員
会
総
務
課
で
配
布
。

●
申
し
込
み
　
申
請
書
を
持

っ
て
、
指
定
日
ま
で
に
各
学

校
ま
た
は
　
月
２
日
捷
ま
で

１１

に
市
教
育
委
員
会
総
務
課

（
緯〈
　
〉２
２
５
３
）へ

７１

　
浄
化
槽
の
所
有
者
や
当
該
家
屋

の
持
ち
主
（
浄
化
槽
管
理
者
）
は
、

法
定
検
査
・
保
守
点
検
・
清
掃
を

適
正
に
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
法
定
検
査

　
設
置
後
の
水
質
検
査
と
、
年
１

回
の
定
期
検
査
が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
　

除
中
部
微
生
物
研

究
所（
県
指
定
検
査
機
関
／
豊
川

市
／
緯
０
５
３
３〈
　
〉２
２
２
８
）

７６

へ■
保
守
点
検

　
浄
化
槽
の
種
類
（
処
理
方
式
）で

点
検
回
数
が
異
な
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
　
県
登
録
の
保
守
点

検
業
者
へ
。
詳
細
は
県
西
三
河
県

民
事
務
所
環
境
保
全
課（
緯
０
５

６
４〈
　
〉２
８
７
６
）へ

２７

■
清
掃

　
年
１
回
以
上
（
全
ば
っ
気
方
式

の
浄
化
槽
は
６
か
月
に
１
回
以
上
）

の
清
掃
が
必
要
で
す
。

●
申
し
込
み
　
以
下
の
市
許
可
の

浄
化
槽
清
掃
業
者
へ
。
三
協
商
事

㈱（
新
田
町
／
緯〈
　
〉３
９
８
２
）、

７６

東
邦
清
掃
㈱（
石
井
町
／
緯〈
　
〉
９２

１
６
０
５
）、ア
ン
ジ
ョ
ウ
ユ
ニ
テ

ィ
㈱（
福
釜
町
／
緯〈
　
〉６
１
０

９２

０
）

■
不
審
な
業
者
に
注
意

●
事
例
１
　
浄
化
槽
や
ブ
ロ
ア
の

点
検
と
偽
っ
て
、
修
繕
費
・
点
検

費
を
請
求
さ
れ
た
。

●
事
例
２
　「
法
律
改
正
で
単
独

処
理
浄
化
槽
は
使
用
で
き
な
く
な

っ
た
。
合
併
処
理
浄
化
槽
を
普
及

す
る
よ
う
市
か
ら
指
示
が
あ
っ
た
」

と
説
明
し
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の

営
業
を
し
て
い
る
。（
市
で
は
、
そ

の
よ
う
な
指
示
は
し
て
い
ま
せ
ん
）

■問
▼
清
掃
事
業
所

（
緯〈
　

〉３
０
５
３
）

７６

広報あんじょう　2009.10.1 我

݄

浄
化
槽
ڧ
ௐ
݄
ؒ

１⚐浄
化
槽
の
適
切
な
維
持
管
理
を

ビ
ア
ホ
ー
ル

●
公
演
時
期
　
来
年
４
月
１
日
昭

～
平
成
　
年
３
月
　
日
昭

２３

３１

●
申
し
込
み
　
応
募
用
紙
に
記
入

し
、　
月
　
日
晶
～
　
月
　
日
昌

１０

１６

１１

１１

（
休
館
日
を
除
く
）に
市
民
会
館
へ

※
応
募
用
紙
は
同
館
・
市
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

●
支
援
方
法
　
公
演
を
委
託

●
審
査
　
事
業
の
実
現
性
、
独
創

性
、
公
募
事
業
目
的
と
の
合
致
性

を
審
査

●
委
託
料（
対
象
経
費
）　
上
限
　５０

万
円（
作
品
作
製
費
や
会
場
使
用

料
、
宣
伝
・
印
刷
費
な
ど
）

※
収
益
が
あ
る
場
合
は
、
対
象
経

費
か
ら
収
益
を
差
し
引
き
ま
す
。

●
対
象
　
市
内
に
活
動
拠
点
を
置

い
て
１
年
以
上
の
文
化
活
動
実
績

の
あ
る
市
民
・
団
体
で
、
自
ら
が

主
と
な
っ
て
演
じ
る
公
演
者

※
主
と
し
て
営
利
目
的
で
の
公
演

を
行
う
団
体
・
政
治

団
体
・
宗
教
団
体
・

学
校
・
企
業
な
ど
は

不
可
。

●
公
演
内
容
　
音
楽
、

演
劇
、
ダ
ン
ス
、
舞
踊
、

伝
統
芸
能
な
ど

※
営
利
目
的
・
政
治
や

宗
教
の
宣
伝
・
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
・
教
室
な

ど
の
発
表
会
・
ほ
か

の
助
成
金
を
受
け
て

い
る
も
の
は
不
可
。

●
公
演
場
所
　
文
化
セ

ン
タ
ー
マ
ツ
バ
ホ
ー
ル

ま
た
は
市
民
会
館
サ
ル

市
民
の
公
ԋ
事
業
を
支
援
し
ま
す

市
民
公
募
文
化
事
業
を
募
集

■問
▼
市
民
会
館

（
緯〈
　

〉１
１
５
１
）

７５

ななないろコンサーなないろコンサートト１５１５周年記念演奏会周年記念演奏会

■問 ▼市民会館
（緯〈７５〉１１５１）
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●ところ　文化センターマツバホール
●内容　下表のとおり

１１月１日掌１０月２５日掌

安城謡曲同好会（謡曲）美鈴会（舞踊）９：２０

マンドリンサークルチ
ャオ（弦楽）民謡つくし会（民謡）９：４０

ＨＥＬＩＯＤＯＲ（洋舞）こやま会（箏曲）・安城
三曲会（尺八）

１０：００

安城ギタークラブ（弦楽）１０：２０

翠艶会（舞踊）文化箏クラブ（箏曲）１０：４０

碧洲吟道会安城支部
（詩吟）乙坂会（民謡）１１：００

美竹会（民謡）豊麗会（民踊）１１：２０

西三河阿波踊り研究会
若鯱連（民踊）松本道子バレエ団（洋舞）１１：４０

万之輔民舞の会（舞踊）和箏会（箏曲）１２：００

扇之会葵支部（舞踊）延珠会（舞踊）１２：２０

裕箏会（箏曲）艶舞会（舞踊）１２：４０

バレエブラン（洋舞）鈴木会（箏曲）１３：００

安城都友会（尺八）七橋会（箏曲）１３：２０

安城雅楽会（雅楽）碧美会（大正琴）１３：４０

あすなろの会（大正琴）弦楽アンサンブルドル
チェ（弦楽）１４：００

新舞踊瑞甫会（舞踊）安城マジッククラブ
（マジック）１４：２０

岳風丈山会（詩吟）平岩舞踊研究会（舞踊）１４：４０

安祥太鼓どんば（和太鼓）西三河岳風会（詩吟）１５：００

Ｍａｒｉ’ｓ Ｓｔｕｄｉｏ（洋舞）安祥吟道会（詩吟）１５：２０

アロハナニエルア（洋舞）竹祐会（民謡）１５：４０

アロハナニ安城（洋舞）ライラ・アミーラ（洋舞）１６：００

エチュードバレエスク
ール（洋舞）

マジッククラブ・エー
ス（マジック）１６：２０

■市民芸能まつり
●ところ　文化センター・市民会館・丈山苑・デン
パーク
●内容　下表のとおり

市民会館文化センター

―北辰俳句会１０月２日晶

安城皐月同好会、安
城植物友の会、安城
石睦会、安城盆栽会

青木アートフラワー
教室、華旺会、茂久
瓔会、若葉会

１０月２日晶
～４日掌

―売茶流安城教授者会、
沃野短歌会１０月３日松

―
安城華道連盟、安城
市日中友好協会、く
みひも工芸豊美会、
創作帯結び木村会

１０月３日松
・４日掌

安城短歌の集い青の会、安城茶友会、
緑祥会１０月４日掌

丈山苑

安城白桃会１０月２日晶

デンパーク

愛知県三河菊の友会
※デンパーク入園料が必要です。

１１月５日昭
～９日捷

■文芸・技芸・趣味の集い

※午前９時～午後５時、最終日は午後４時まで。

●とき　前期獅１０月２４日松～１１月１日掌　
　　　　後期獅１１月７日松～１５日掌

※午前９時～午後５時。捷は休館。
●ところ　市民ギャラリー
●内容　日本画、洋画、書、写真、工芸・彫塑

■安美展
●とき　１１月２２日掌午後１時３０分
●ところ　市民会館
●内容　入選作品の発表・表彰・講評など
※来場者には、入選作品集を差し上げます。

■市民文芸まつり発表大会
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～
午
後
５
時
／
郵
便
振
替
で
の
振

り
込
み
も
可
）へ

※
申
込
用
紙（
郵
便
振
替
用
紙
）は

市
体
育
館
、
中
央
・
各
地
区
公

民
館
で
配
布
。

※
小
・
中
学
生
は
保
護
者
の
同
意

が
必
要
で
す
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
大
会
当
日
、
選
手
の
受
け
付
け
、

●
と
き
　
　
月
　
日
掌
　
開
会
式

１２

１３

糸
午
前
８
時
　
分
　
閉
会
式
糸
正

４５

午●
と
こ
ろ
　
市
総
合
運
動
公
園
陸

上
競
技
場
ほ
か

●
部
門
・
対
象
　
表
の
と
お
り

●
表
彰
　
１
～
９
部
門
▼
１
～
３

位
糸
賞
状
・
賞
品
　
４
～
８
位
糸

賞
状
　
参
加
者
全
員
▼
参
加
賞
 

完
走
者
全
員
▼
完
走
証
　
そ
の
ほ

か
▼
飛
び
賞
も
あ
り

※
　
部
に
仮
装
で
参
加
し
た
人
に

１０は
仮
装
参
加
賞
あ
り
。

●
そ
の
他
　
参
加
賞
に
同
封
の
豚

汁
引
き
換
え
券
を
配
布
。（
マ
イ
カ

ッ
プ
・
は
し
を
持
参
し
た
人
に
、

豚
汁
を
提
供
し
ま
す
）

●
申
し
込
み
　
　
月
１
日
昭
～
　

１０

３１

日
松
に
参
加
費
を
持
っ
て
市
体
育

館（
休
館
日
を
除
く
、
午
前
９
時

誘
導
や
車
両
な
ど
の
交
通
指
導
を

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。

●
申
し
込
み
　
　
月
　
日
松（
休

１０

３１

館
日
を
除
く
、
午
前
９
時
～
午
後

５
時
）ま
で
に
市
体
育
館
へ

参加費対　象距離種　　別部門

５００円

市内在学
１．５㎞小学男子（５年、６年別）１部

１．５㎞小学女子（５年、６年別）２部

市内在住また
は西三河在学

３㎞中学男子（１年、２・３年別）３部

１．５㎞中学女子（１年、２・３年別）４部

１５００円
制限なし

１０㎞一般男子（高校生以上４０歳未満）５部

１０㎞一般男子（４０歳以上５０歳未満）６部

１０㎞一般男子（５０歳以上）７部

１０㎞一般女子（高校生以上）８部

３㎞一般女子（高校生以上）９部

５００円３㎞ジョギング（小学生以上男女）１０部

※ジョギングの部には仮装で参加できます。
※都合により一部コースを変更する場合があります。
※大会当日交通規制をします。

■問
▼
市
体
育
館

（
緯〈
　

〉３
５
３
５
）

７５

Ո

ɾ
༑
ୡ
Έ
Μ
な
Ͱ

Ζ
͏

安
城
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

■
一
般
職

●
採
用
予
定
人
数
　
１
人
程
度

●
受
験
資
格
　
昭
和
　
年
４

３４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
看

護
師
ま
た
は
准
看
護
師
の
資

格
を
有
す
る
人

●
試
験
日
　
　
月
　
日
昌

１０

２８

（
第
１
次
試
験
／
筆
記
）、　１１

月
　
日
昌（
第
２
次
試
験
／

１１
面
接
・
作
文
）

●
申
し
込
み
　
　
月
１
日
昭

１０

～
　
日
晶（
掌
捷
を
除
く
）午

１６
前
９
時
～
午
後
５
時（
必
着
）

に
、
受
験
申
込
書
を
持
参
・

郵
送
で
安
城
市
社
会
福
祉
協

議
会（
〒
　
ー
０
０
４
６
赤

４４６

松
町
大
北
　－

４
／
 緯

７８

〈
　
〉２
９
４
１
）へ

７７※
募
集
要
綱
や
受
験
申
込
書

は
、
同
協
議
会
で
配
布
。

※※３※３灼灼コースが変更コースが変更。。
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こ
の
春
、
近
隣
国
で
ミ
サ
イ

ル
や
地
下
核
実
験
が
強
行
さ
れ

た
こ
と
は
、
ま
だ
記
憶
に
新
し

い
。
唯
一
の
被
爆
国
の
一
人
と

し
て
、
何
ら
か
の
形
で
核
廃
絶

の
意
思
表
示
を
し
た
か
っ
た
が
、

具
体
的
な
行
動
が
見
出
せ
な
い

で
い
た
。

　
そ
ん
な
時
、
５
月
に
来
安
さ

れ
た
デ
ン
マ
ー
ク
駐
日
大
使
が
、

核
拡
散
抗
議
の
富
士
登
山
を
計

画
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
広

島
原
爆
投
下
の
そ
の
日
時
に
、

日
本
の
象
徴
で
あ
る
富
士
山
頂

か
ら
祈
り
を
捧
げ
、
核
拡
散
へ

の
抗
議
の
意
思
表
示
を
す
る
と

い
う
内
容
だ
っ
た
。

　
こ
の
夏
の
富
士
山
は
気
象
が

不
安
定
で
、
悪
天
候
の
場
合
は

極
度
の
疲
労
や
事
故
の
危
険
も

あ
り
、
意
義
は
認
め
る
も
の
の

正
直
な
と
こ
ろ
 躊
 
ち
ゅ
う

 躇
 し
た
。
し

ち
ょ

か
し
、
大
使
の
強
い
ご
意
志
を

知
り
、
自
ら
の
憶
病
を
恥
じ
た
。

私
も
世
界
平
和
の
一
助
に
な
り

た
い
と
考
え
直
し
、
８
月
５
日

深
夜
発
の
富
士
登
山
に
同
行
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
い
よ
い
よ
当
日
、
天
気
は
下

り
坂
と
聞
い
て
い
た
が
、
雲
間

に
月
が
見
え
隠
れ
す
る
 穏
 や
か

お
だ

な
空
だ
っ
た
。
ご
来
光
を
期
待

し
た
が
、
や
が
て

霧
の
中
の
登
高
と

な
る
。
濃
霧
の
６

日
午
前
６
時
　
分
、

３０

約
　
人
の
参
加
者

３０
が
登
頂
を
果
た
し

た
。
山
頂
小
屋
で

休
憩
を
と
る
間
、

霧
は
さ
ら
に
濃
さ

を
増
し
た
。

　
朝
食
後
、
全
員

で
火
口
近
く
に
出

か
け
、
静
か
に
そ

の
時
を
待
つ
。「
８

時
　
分
」が
告
げ

１５
ら
れ
、
祈
り
を
始

め
る
そ
の
瞬
間
、

急
に
濃
霧
が
途
切

れ
、
強
烈
な
朝
日

が
わ
た
し
た
ち
を

照
ら
し
た
。
黙
と

う
の
た
め
目
を
閉
じ
て
も
、
陽

光
は
網
膜
を
真
紅
に
染
め
る
。

　
紅（
く
れ
な
い
）の
世
界
で
の

祈
り
の
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

が
脳
裏
を
よ
ぎ
り
、
目
頭
が
熱

く
な
っ
た
。
不
意
の
落
涙
は
、

世
の
不
条
理
へ
の
悲
し
さ
か
、

無
事
登
頂
の
達
成
感
か
、
そ
れ

と
も
神
秘
的
な
光
に
包
ま
れ
た

感
激
だ
っ
た
の
か
…
。

　
行
動
を
共
に
し
た
の
は
　
人
２０

ほ
ど
の
日
本
人
の
ほ
か
、
デ
ン

マ
ー
ク
や
リ
ト
ア
ニ
ア
の
み
な

さ
ん
。
言
語
や
生
い
立
ち
、
宗

教
は
違
っ
て
も
、
一
つ
の
願
い

の
下
に
行
動
や
感
動
を
共
有
で

き
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
世
界

平
和
の
実
現
は
、
不
可
能
で
は

な
い
と
思
え
た
。

暴
力
団
を
恐
れ
な
い
・
暴
力
団

に
金
を
出
さ
な
い
」

●
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止

暫
す
ぐ
に
振
り
込
ま
な
い

暫
一
人
で
振
り
込
ま
な
い

■
安
城
市
地
域
安
全
大
会

●
と
き
　
　
月
　
日
掌
午
前
　
時

１０

１１

１０

●
と
こ
ろ
　
文
化
セ
ン
タ
ー

●
内
容
　
地
域
安
全
宣
言
な
ど
の

式
典
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

■
部
品
・
車
上
ね
ら
い
が
多
発
し

て
い
ま
す

　
７
月
末
現
在
、
愛
知
県
は
部
品

ね
ら
い
全
国
ワ
ー
ス
ト
２
位
、
車

上
ね
ら
い
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、

安
城
警
察
署
管
内
（
安
城
市
・
知

立
市
）で
は
、
部
品
ね
ら
い
県
下

ワ
ー
ス
ト
２
位
、
車
上
ね
ら
い
県

下
ワ
ー
ス
ト
４
位
。
発
生
件
数
は
、

昨
年
と
比
べ
て
、
部
品
ね
ら
い
　２１６

件
（
　

％
）増
、
車
上
ね
ら
い
　

件

７３

５７

（
　
％
）増
で
、
犯
罪
の
発
生
に
歯

１４止
め
が
か
か
っ
て
い
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
犯
罪
の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
運
動
の
重
点

●
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
の

防
止

暫
子
ど
も
が
出
か
け
る
と
き
は
、

必
ず
行
き
先
を
告
げ
さ
せ
る

暫
防
犯
ブ
ザ
ー
や
笛
を
携
帯
し
、

い
つ
で
も
使
え
る
状
態
に
す
る

暫
な
る
べ
く
人
通
り
が
多
い
明
る

い
道
を
通
る

●
自
転
車
の
盗
難
・
車
上
ね
ら
い

の
防
止

暫
自
転
車
の
カ
ギ
は
２
つ
か
け
る

暫
管
理
さ
れ
た
駐
車（
輪
）場
を
利

用
す
る

暫
車
内
に
貴
重
品
を
置
い
た
ま
ま

車
を
離
れ
な
い

●
住
宅
を
対
象
と
す
る
侵
入
犯
罪

の
防
止

暫
短
時
間
の
外
出
で
も
必
ず
カ
ギ

を
か
け
る

暫
施
錠
の
必
要
性
を
自
覚
す
る

暫
家
の
周
辺
の
見
通
し
を
確
保
し
、

被
害
に
遭
い
に
く
い
環
境
づ
く

り
に
す
る

●
暴
力
追
放
運
動
の
推
進

暫
暴
力
追
放「
三
な
い
運
動
」を
推

進「
暴
力
団
を
利
用
し
な
い
・

８月６日　富士山頂にて

■問
▼
市
民
安
全
課

（
緯〈
　
〉２
２
１
９
）
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秋
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
市
民
運
動


